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On Santo Mintan Shu Volume 1 by Kunio Yanagita
Point of Contact between the Form of Description and  
the Contemporary Social Situation 
In this study, I demonstrate, by analysis of its form of description, that the 
character of Santo Mintan Shu Volume 1 was, with respect to the transition of leg-
ends, formed as the result of combining several pieces of folklore and religious be-
liefs. This is based on my belief that the association of these two elements happened 
contingently, and was developed under circumstances that included intermediation 
by shaman or mages magicians. I compare the character of the text of Santo Mintan 
Shu with the author’s project of gathering legends based on the background of so-
cial request for fostering love for home and nation following the Japanese-Russo 
War; and studies of legend by Yaichi Haga that aimed to determine the Japanese 
national character. Consequently, I found that such descriptions do not assure a 
continuous essence through the past, present and future of a legend. For example, 
understanding a legend by casting the light of a present standpoint and viewpoint 
makes it difficult to find a continuous essence between past ‘Japanese’ and present 
‘Japanese.’ Such a description is understood as being an attempt to open a new field 
of study regarding cultural history in a wide meaning, not a shortsighted one focus-
ing on fostering love for home and nation based on an assumption of the homogene-

















































































































































































































































































































































































が理解できよう（その連関のイメージについては、図 2を参照。図中の 1～ 6の右の直線は、そ
の左右の議論を区分するもの。15の左の括弧は、a～ cが集約されて 15に接続することを示す）。





































































































（4） 1911年に発足した「「文芸の奨励」を建前にした政府統轄の調査審議機関」［竹盛 1977: 468］の
こと。






（6） 1911年 12月 7日から募集が開始され、随時応募資料が紙上紹介された。なお、そこで応募資料
の監修を委嘱されたのが高木敏雄であり、件の資料をもとに『日本伝説集』（郷土研究社、1913
年）が発刊された。
（7） 『東京朝日新聞』1911年 12月 7日、6頁より。



































（16） 柳田が同時期に『郷土研究』に発表した「巫女考」（1913年 3月～ 1914年 2月）「毛坊主考」（1914












養に伝説を利用する一例といえよう。黒板の言説への注目は［高木 1991: 71］より。 
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（19） そのような次第に関しては、［住友 1991a; 1991b］及び［高木 1991］を参照。
（20） 「地方改良運動」の全般については、［宮地 1973: 1-127］を参照。なお柳田は明治 40年前後に、「町
村是」の設定をめぐり、その官製運動としての性格に対する批判を展開している。
（21） 柳田が批判的な立場を保持していた同時代の伝説をめぐる状況として、野村典彦が論じた「観光」
「情話」としての伝説観が更に想定できる。野村は「「当世風の潤色」の排除を必要とする地平
を基点として、柳田の伝説研究が組み立てられている」と述べている［野村 2011: 144］。それと
の関連は継続的な検討課題としたい。
文献
秋葉弘太郎 1998「『山島民譚集』」野村純一ほか編『柳田國男事典』勉誠出版
石井正己　2010「柳田国男の伝説研究―『遠野物語』から『山島民譚集』へ」『『遠野物語』へのご
招待―『遠野物語』誕生から一〇〇年異界の物語世界への誘い』三弥井書店
江口圭一　1994「一九一〇－三〇年代の日本―アジア支配への途」浅尾直弘ほか編『岩波講座日本
通史 18（近代 3）』岩波書店
大室幹雄　2004『ふくろうと蝸牛―柳田国男の響きあう風景』筑摩書房
柄谷行人編　1998「柳田国男と折口信夫」『近代日本の批評Ⅲ（明治・大正篇）』講談社文芸文庫
金田一京助編　1914『北蝦夷古謡遺篇』甲寅叢書刊行所
黒板勝美　1915「史蹟遺物保存に関する研究の概説」『史蹟名勝天然紀念物』1（3）
小池淳一　2012「柳田國男における伝説研究の軌跡」『日本民俗学』270
国立公文書館編　1986『内閣文庫百年史増補版』汲古書院
小堀光夫　2005「伝説研究と菅江真澄―柳田國男『山島民譚集（一）』をめぐって」『口承文藝研究』28
斎藤　純・小池淳一　1991「歴史を取り戻すために―「伝説」という問い」筑波大学歴史・人類学
系日本民俗学研究室編『〈口承〉研究の「現在」』
斎藤　純　1994「「伝説」という言葉から―その可能性をめぐって」『口承文藝研究』17
斎藤ミチ子　1992「芳賀矢一とフォークロア―その先駆的側面」『國學院大學日本文化研究所紀要』70
桜井哲夫　1996『フーコー―知と権力』講談社
品田悦一　1999「国民歌集としての『万葉集』」ハルオ・シラネ・鈴木登美編『創造された古典―カ
ノン形成・国民国家・日本文学』新曜社
住友陽文　1991a「近代日本の国民教化と文化財保存問題」箕面市総務部総務課編『箕面市地域史料
集 2』
住友陽文　1991b「史蹟顕彰運動に関する一考察」『日本史研究』351
高木敏雄　1913「郷土研究の本領」『郷土研究』1（1）
高木博志　1991「史蹟・名勝の成立」『日本史研究』351
竹盛天雄　1977「文藝委員会」日本近代文学館編『日本近代文学大事典 4』講談社
鳥居龍蔵　1936「芳賀博士と私」『国漢』30
中山　元　2010『フーコー思想の考古学』新曜社
野村純一　1978「口承文芸〈1〉伝説・世間話・昔話」上野和男ほか編　『民俗研究ハンドブック』
吉川弘文館
野村典彦　2011『鉄道と旅する身体の近代―民謡・伝説からディスカバー・ジャパンへ』青弓社
野本寛一　1989「解説」『柳田國男全集 5』ちくま文庫
芳賀矢一　1985（1905）　「地名伝説に就いて」芳賀矢一選集編集委員会編『芳賀矢一選集 3』國學院
大學
58
柳田國男『山島民譚集（一）』論（宮崎）
福田　晃　1998「伝説」野村純一ほか編『柳田國男事典』勉誠出版
宮地正人　1973『日露戦後政治史の研究―帝国主義形成期の都市と農村』東京大学出版会
柳田國男　1964「山島民譚集（二）」『定本柳田國男集 27』筑摩書房
柳田國男　1969「山島民譚集（三）」『増補山島民譚集』平凡社
柳田國男　1971（1911-1923）「南方熊楠氏宛」『定本柳田國男集別巻 4』筑摩書房
柳田國男　1997（1914）『山島民譚集（一）』『柳田國男全集 2』　筑摩書房
柳田國男　1997（1942）『山東民譚集』「再版序」『柳田國男全集 2』　筑摩書房
柳田國男　1999（1913-1917）「山人外伝資料」『柳田國男全集 24』　筑摩書房　
付記
　本文の引用に際しては基本的に、初出形によりつつ、旧字を新字に改めルビ等は適宜省略した。
